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年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
差
し

引
か
れ
て
い
る
方
へ
、
10
月
・
12

月
・
平
成
16
年
２
月
に
差
し
引
か

れ
る
介
護
保
険
料
の
額
な
ど
を
お

知
ら
せ
す
る
「
介
護
保
険
料
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
（
本
徴
収
）
」

を
８
月
18
日
Ã
に
発
送
し
ま
す
。

対
象
は
各
年
度
の
４
月
１
日
現

在
に
、
老
齢
・
退
職
を
理
由
と
す

る
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
。
特

別
徴
収
対
象
者
が
、
そ
の
対
象
と

な
る
年
金
を
複
数
受
給
し
て
い
る

場
合
は
、
定
め
ら
れ
た
順
位
で
、

１
つ
の
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を

特
別
徴
収
し
ま
す
。

※
受
給
す
る
年
金
の
合
計
額
が

18
万
円
以
上
あ
っ
て
も
受
給
す
る

年
金
の
ど
れ
も
が
年
額
18
万
円
に

満
た
な
い
場
合
や
、
障
害
年
金
お

よ
び
遺
族
年
金
な
ど
の
み
を
受
給

し
て
い
る
場
合
は
、
特
別
徴
収
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
老
齢
・
退
職
を
事
由
と
す
る

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者

で
あ
っ
て
も
、
年
度
途
中
で
65
歳

に
な
っ
た
方
、
も
し
く
は
住
所
確

認
な
ど
を
行
う
た
め
の
現
況
届
が

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
年
金
定
期
支
払
時
に
支
払

が
保
留
と
な
っ
て
い
る
方
な
ど

は
、
当
該
年
度
は
特
別
徴
収
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
平
成
15
年
度
介
護
保
険
料
に
つ

い
て

fl
介
護
保
険
料
の
基
準
額

は
、
市
の
介
護
サ
U
ビ
ス
総
費
用

額
と
65
歳
以
上
の
人
数
か
ら
算

出
。
三
鷹
市
の
平
成
15
〜
17
年
度

の
基
準
額
は
年
額
４
万
800
円
（
月

額
３
千
400
円
）
に
な
り
ま
し
た

（
12
〜
14
年
度
は
年
額
３
万
８
千

円
、
月
額
３
千
168
円
）
。
‡
第
４

段
階
と
第
５
段
階
の
区
分
と
な
る

基
準
所
得
が
250
万
円
か
ら
200
万
円

に
な
り
ま
し
た
（
国
の
改
正
）
。

·
三
鷹
市
で
は
、
第
１
段
階
と
第

２
段
階
の
方
を
対
象
に
介
護
保
険

料
軽
減
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
‚

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
納

付
が
著
し
く
困
難
な
場
合
は
、
保

険
料
減
免
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

∞
高
齢
者
支
援
室
介
護
保
険
料

係
ò
内
線
２
６
８
７
〜
２
６
８
９

介
護
保
険
料
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中

低所得者向けの
介護保険料

個別軽減申請受付中
象
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
に
該

当
し
、
軽
減
を

申
請
で
き
る
65

歳
以
上
の
方
。

fl
介
護
保
険
料

の
区
分
が
第
１

段
階
ま
た
は
第

２
段
階
で
、
生

活
保
護
を
受
け

て
い
な
い
。
‡

平
成
14
年
中
の

収
入
が
150
万
円

（
第
１
段
階
者

は
75
万
円
）
以

下
（
単
身
世
帯

の
場
合
、
世
帯

市
で
は
、
所
得
階
層
「
第
２
段

階
」
以
下
の
方
の
介
護
保
険
料
個

別
軽
減
制
度
を
導
入
し
ま
す
。
対

員
が
１
人
増
す
ご
と
に
50
万
円
加

算
し
た
金
額
）
。
·
自
己
の
居
住

用
を
除
き
、
処
分
可
能
な
不
動
産

を
所
有
し
て
い
な
い
。
‚
150
万
円

（
２
人
以
上
の
世
帯
は
300
万
円
）

を
超
え
る
預
貯
金
な
ど
の
資
産
を

所
有
し
て
い
な
い
。
„
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
を
受

け
て
い
な
い
。

※
収
入
は
、
遺
族
年
金
や
障
害

年
金
な
ど
の
非
課
税
所
得
や
仕
送

り
も
含
め
世
帯
全
員
の
収
入
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

◆
軽
減
の
内
容

別
表
の
と
お
り

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

fl
７
月

以
降
に
届
い
た
平
成
15
年
度
の
介

護
保
険
料
通
知
書
、
‡
平
成
14
年

中
の
本
人
と
世
帯
全
員
の
収
入
の

分
か
る
も
の
（
年
金
の
支
払
通
知

書
な
ど
）
、
·
本
人
と
世
帯
全
員

の
預
貯
金
通
帳
ま
た
は
そ
の
写

し
、
‚
認
め
印
、
„
軽
減
申
請
書

と
収
入
お
よ
び
資
産
申
告
書
。

※
„
は
高
齢
者
支
援
室
に
あ
り

ま
す
。

▼
９
月
30
日
Õ
ま
で
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
（
正
午
〜
１
時

を
除
く
）
に
高
齢
者
支
援
室
へ
申

し
込
む
。
後
日
、
審
査
の
う
え
、

決
定
内
容
（
非
該
当
も
含
む
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
市
役
所
１

階
⑪
番
窓
口
）

※
本
人
や
家
族
が
窓
口
に
来
ら

れ
な
い
場
合
は
、
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

∞
高
齢
者
支
援
室
ò
内
線
２
６

８
７
〜
２
６
８
９

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で

は
、
市
と
の
協
働
で
、
高
齢
者

の
方
と
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月
は
、

市
の
職
員
を
囲
ん
で
介
護
保
険

や
、
高
齢
者
福
祉
の
こ
と
を
話

し
合
い
ま
す
。
対
象
は
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
方
。

▽
９
月
10
日
Œ
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
ス
ペ
U

ス
Ｓ

（
下
連
雀
１
丁
目
）
で
。
参
加

費
300
円
。

▼
８
月
18
日
Ã
午
前
９
時
か

ら
、
こ
も
れ
び
事
務
局
ò
42
―

４
４
６
９
へ
申
し
込
む
。
先
着

10
人
。

介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
、

特
別
養
護
老
人
ホ
U
ム
の
申
し

込
み
は
個
人
で
自
由
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
反
面
、
申
込
者
が
増
え
入

所
で
き
る
ま
で
の
期
間
が
長
く

な
り
、
各
施
設
は
多
く
の
入
所

待
機
者
を
抱
え
る
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
は
平
成
14
年
８
月

に
省
令
改
正
を
行
い
、
入
所
者

の
決
定
方
法
に
つ
い
て
、
「
必

要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
入

所
申
込
者
を
優
先
的
に
入
所
さ

せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
こ
と
と
定
め
ま
し
た
。

こ
の
改
正
を
受
け
、
東
京
都
も

平
成
15
年
３
月
に
「
優
先
入
所

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
市
で
は
都
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
基
本
に
、
市
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
U
ム
な
ど
と
協

議
し
て
優
先
入
所
に
関
す
る
指

針
を
策
定
し
、
必
要
性
の
高
い

方
か
ら
入
所
で
き
る
仕
組
み
を

作
り
ま
し
た
。

こ
の
優
先
入
所
の
指
針
は
、

平
成
16
年
１
月
以
降
の
入
所
者

か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
U
ム

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
に

は
、
個
別
に
書
類
を
お
送
り
し

ま
す
が
、
改
め
て
申
し
込
み
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
内

の
特
別
養
護
老
人
ホ
U
ム
で
説

明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
都

合
の
良
い
日
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

∞
高
齢
者
支
援
室
ò
内
線
２

６
２
２
〜
２
６
２
４

現
在
お
持
ち
の
○障
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
８
月
31
日
ま
で
で

す
。
所
得
審
査
を
行
い
引
き
続
き

対
象
と
な
る
方
に
は
８
月
中
に
新

し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
15
年
１
月
２
日
以
降

に
三
鷹
市
に
転
入
し
た
方
は
、
１

月
１
日
時
点
で
住
所
の
あ
っ
た
市

区
町
村
で
平
成
15
年
度
の
住
民
税

課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
（
平
成

14
年
中
の
所
得
お
よ
び
控
除
が
す

べ
て
わ
か
る
も
の
）
を
取
得
し
、

地
域
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
（
市

役
所
１
階
⑭
番
窓
口
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
○障
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度

都
内
に
住
所
を
有
す
る
身
体

障
害
者
手
帳
１
、
２
級
（
内
部
障

害
３
級
を
含
む
）、
愛
の
手
帳
１
、

２
度
の
方
を
対
象
（
所
得
制
限
あ

り
・
表
３
）
に
、
健
康
保
険
で
受

診
し
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
か

ら
一
部
負
担
を
差
し
引
い
た
金
額

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。た
だ
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
fl
健
康
保

険
未
加
入
者
、
‡
生
活
保
護
受
給

者
、
·
児
童
福
祉
法
ま
た
は
知
的

障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
施
設
入
所

者
、
‚
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

を
持
ち
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
、
„
新
規
65
歳
以
上
の
方
。

※
„
で
、
64
歳
ま
で
に
上
記
の

等
級
の
手
帳
を
取
得
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
対
象
に

な
り
ま
す
。
Ø
都
内
に
住
所
を
有

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
方
、
∞
生

活
保
護
を
受
け
て
い
た
方
、
±
公

設
に
入
所
し
て
い
た
た
め
、
64
歳

ま
で
に
○障
受
給
者
証
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
。

∞
地
域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１

９

方
が
対
象
。
所
得
制
限
（
表
１
）

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
施
設
入
所

の
方
、
３
カ
月
以
上
病
院
な
ど
に

入
院
し
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
場
合
を

除
き
、
65
歳
以
上
の
方
の
新
規
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
20
歳
以
上
の
方
は
受
給
者
本

人
の
所
得
、
20
歳
未
満
の
方
は
扶

養
義
務
者
の
所
得
を
対
象
に
し
ま

す
。
な
お
、
各
種
控
除
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
‡
特
別
障
害
者
手
当
（
国
）

20
歳
以
上
で
、
政
令
で
定
め
る
重

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

方
が
対
象
。
所
得
制
限
　
（
表
２
）

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
施
設
入
所

の
方
、
３
カ
月
以
上
病
院
な
ど
に

入
院
し
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

◆
·
障
害
児
福
祉
手
当
（
国
）

20
歳
未
満
で
、
政
令
で
定
め
る
重

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

方
が
対
象
。
所
得
制
限
　
（
表
２
）

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
施
設
入
所

の
方
、
障
害
年
金
の
受
給
者
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

∞
地
域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１

９

■
介
護
保
険
の
こ
と

何
で
も
聞
こ
う
会
・

パ
ー
ト
２

保険料区分 第１段階 第２段階 第２段階

本来の保険料額（年額）

前年収入

軽減後の保険料額（年額）

軽減金額

20,400円

75万円以下

10,200円

10,200円

30,600円

150万円以下

20,400円

10,200円

30,600円

75万円以下

10,200円

20,400円

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
企

業
、福
祉
施
設
、福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
行
政
な
ど
と
協
力
し

て
地
域
の
福
祉
を
推
進
す
る
団
体

で
す
。
そ
の
活
動
は
、
行
政
か
ら

の
補
助
金
や
寄
付
金
、
募
金
の
交

付
金
に
加
え
、
会
員
か
ら
の
会
費

で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
会
費
は

在
宅
福
祉
の
充
実
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
な
ど
、
地
域
に
根

付
い
た
社
協
独
自
事
業
の
貴
重
な

財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

増
強
月
間
中
は
、
社
協
が
委
嘱

し
た
福
祉
協
力
員
や
町
会
・
自
治

会
の
方
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
加

入
と
会
費
の
納
入
の
お
願
い
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
員
の
種
類

個
人
会
員
＝
500

円
、
法
人
会
員
＝
５
千
円
、
賛
助

会
員
＝
３
千
円
、
特
別
賛
助
会

員
＝
１
万
円
以
上
（
金
額
は
年
額

１
口
）。

∞
同
協
議
会
ò
46
―
１
１
０
８

７
〜
８
月
は

社
協
会
員
増
強
月
間

あ
な
た
も
社
協
会
員
に

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓

練
セ
ン
タ
U
（
あ
ず
ま
え
ん
＝
東

園
）
主
催
。
対
象
は
、
就
職
す
る

た
め
に
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得

し
た
い
fl
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
で
、
‡
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
登
録
し
、
·
運
転
免
許
試
験
場

の
適
性
検
査
に
合
格
し
た
、
‚
同

セ
ン
タ
U
が
入
所
を
認
め
た
方
。

身
障
者
専
用
宿
舎
、
送
迎
バ
ス
あ

り
（
有
料
）。

▼
入
所
日
（
１
、
４
、
７
、
10
月

の
各
月
初
め
）
の
前
月
10
日
ま
で

に
同
セ
ン
タ
U
へ
申
し
込
む
。
検

定
料
な
ど
（
約
３
万
５
千
円
）
自

己
負
担
。
定
員
各
期
25
人
。
く
わ

し
く
は
同
セ
ン
タ
U
ò
048
―
481
―

２
７
１
１
へ
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が

障
害
者
割
引
を
開
始

身
体
障
害
者
の
た
め
の

無
料
運
転
免
教
習

 場　　所

恵 比 寿 苑

どんぐり山
駅前コミュニ
ティセンター
弘　済　園

日　　　時

８月30日—午後２時～

９月７日À午前10時～

９月10日Œ午後７時～

９月15日è午後２時～

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

優
先
入
所
に
関
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す

　　　　　　　　適用期間：９月１日
表３　　　　　　～平成16年８月31日
扶養親族などの数 本　人

０人
１人
２人
３人
４人
５人

3,604,000円
3,984,000円
4,364,000円
4,744,000円
5,124,000円
5,504,000円

○所得制限基準額障

新
し
い
○障
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

「
重
度
心
身
障
害
者
手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

所
得
状
況
届
・
現
況
届
提
出
の
お
願
い

現
在
、
fl
重
度
心
身
障
害
者
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
「
所

得
状
況
届
」
、
‡
特
別
障
害
者
手

当
、
·
障
害
児
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
に
は
「
現
況
届
」
の

用
紙
を
市
か
ら
郵
送
し
ま
し
た
。

必
要
事
項
を
記
入
し
fl
は
８
月
29

日
–
ま
で
、
‡
·
は
９
月
10
日
Œ

ま
で
に
地
域
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係
（
市
役
所
１
階
⑭
番
窓
口
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平

成
15
年
１
月
２
日
以
降
に
三
鷹
市

に
転
入
し
た
方
は
、
１
月
１
日
時

点
で
住
所
の
あ
っ
た
市
区
町
村
で

平
成
15
年
度
の
住
民
税
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
（
平
成
14
年
中
の

所
得
お
よ
び
控
除
が
す
べ
て
わ
か

る
も
の
）
を
取
得
し
、
地
域
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
（
市
役
所
１
階

⑭
番
窓
口
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
fl
重
度
心
身
障
害
者
手
当
（
東

京
都
）

常
時
複
雑
な
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
心
身
障
害
者
の

携
帯
電
話
の
基
本
料
金
50
％
割

引
な
ど
の
、
ハ
U
テ
ィ
割
引
（
ふ

れ
あ
い
割
引
）
が
ス
タ
U
ト
。
９

月
１
日
Ã
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
ま

た
は
愛
の
手
帳
所
持
者
。

▼
８
月
21
日
œ
か
ら
受
付
開
始
。

手
続
き
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ò
０
１
２
０
―
800

―
000
（
一
般
電
話
か
ら
）
へ
。

特別障害者手当・障害児福祉手当
所得限度額表

表２　　　　　　　適用期間：８月１日～平成16年７月31日
扶養親族などの数 本　人 配偶者および扶養義務者

０人
１人
２人
３人
４人
５人

3,604,000円
3,984,000円
4,364,000円
4,744,000円
5,124,000円
5,504,000円

6,287,000円
6,536,000円
6,749,000円
6,962,000円
7,175,000円
7,388,000円

　　　　　　　　適用期間：11月１日
表１　　　　　　～平成16年10月31日
扶養親族などの数 本　人

０人
１人
２人
３人
４人
５人

3,604,000円
3,984,000円
4,364,000円
4,744,000円
5,124,000円
5,504,000円

重度心身障害者手当
　 所得限度額表　　


